
佐賀県社会人サッカーリーグ運営細則 

 

 （目的） 

第１条 本細則は、佐賀県社会人サッカー連盟規約（以下「社会人連盟規約」という。）第６

条第１号に規定する佐賀県社会人サッカーリーグ（以下「リーグ」という。）の運営に関する

ことについて規定する。 

 （参加資格） 

第２条 リーグには、社会人連盟規約第２０条に規定する加盟資格を有するチーム及び選手

が参加することができる。 

２ ユニフォームは正副２着を常備し、持参する。 

 （リーグの構成） 

第３条 県内リーグ１部９チーム，２部９チーム，３部１０チームと地区リーグに分けリー

グ戦を行い、その成績を持って入れ替えを行い次年度の各部リーグおよび地区リーグを編

成する。 

 （各部の入れ替え） 

第４条 １部の最下位と２部の１位，２部の最下位と３部の１位は入れ替る。３部の下位２

チームは、自動的に地区リーグに降格する。地区リーグ決勝大会の上位２チームが三部に

昇格する。地区リーグ決勝大会の組合せの抽選は、監督者会議で行う。 

２ １部と２部，２部と３部の入れ替え戦は、原則として、それぞれ上位リーグの８位と下

位リーグの２位のチームで行う。また、チーム数に変動があった場合は、次の各号による 

① チームが上位で増える場合（九州リーグからの降格等）は、２位チームとその増える

チーム数だけ上位のリーグ順位を遡ったチームとが入替戦を行う。なお、３部は増え

たチーム分地区リーグに降格する。 

② チームが上位で減る場合は、下位２位のチームとその減るチーム数だけ下位の順位が

下がったチームとが入替戦を行う。なお，減るチーム分地域リーグから３部に昇格す

る。 

３ 入替戦において引き分けの場合，そのリーグにとどまるものとする。 

４ 入替戦の参加料は、1 チーム５，０００円とする。 

 （マッチコーディネーションミーティング） 

第５条 原則、試合開始６０分前とするが、試合状況に応じては、その限りではない。 

２ ミーティングの参加者は、当番チーム、審判員及び両チーム代表者とする。 

３ マッチコーディネーションミーティングは、別途「マッチコーディネーションミーティ

ング手順」に基づく。 

 （試合方法） 

第６条 試合時間は１部８０分、２部８０分、３部７０分、地区リーグ６０分とし，ハーフ

タイムは，１０分以内，延長戦及びＰＫ戦は行わない。（ハーフタイムは、前半終了の笛から

後半開始の笛までの間の時間とする。） 

２ 交替はＧＫを含めメンバー表に記載した控え選手９名の中から５名以内とする。       

（交代回数制限なし） 

３ 各チームは試合前に電子登録証を当番チームに提示し、ゴールノートクラウドより印刷

したメンバー用紙を提出する。提示のない選手は試合には出場できない。提出したメンバ

ー表の内容追加又は訂正は、当該試合のマッチコミッショナーのサイン後は、できない。

ただし、選手及び審判員がピッチに入るまでであれば、戦術的以外（不慮の事象が発生し

た場合）の変更であれば、マッチコミッショナーの許可を得て変更可能である。 

４ 交代の際は，このメンバー表に記載された控え選手の中から選び、電子登録証と選手交

代カードを第４の審判に提出する。 

５ 電子登録証で確認できる選手が６人以下の場合は、記録結果は不戦試合とする。 

  



 

（成績） 

第７条 各部の成績は，勝ち点の多い方から順位を決定する。ただし，勝ち点は，勝ち３点，

引き分け１点，負け０点として算出する。また，勝ち点が同じ場合は得失点差による。ま

た，それでも決定しない場合は得点の多い方を上位とする。（それでも、決しない場合は、

直接対決の結果による。） 

 （表彰） 

第８条 社会人連盟規約第１５条に規定する総会において，各部の成績の上位３位までと地

区リーグの１位と O35 サッカーリーグの 1 位を表彰する。 

 （ルールの遵守） 

第９条 ＪＦＡサッカー行動規範及びサッカー競技のルールを遵守することはもとより，サ

ッカー協会の名誉を汚す行為を行った行為，若しくは，暴行，傷害，侮辱等その他粗暴な

行為を働いてはいけない。 

 （審判員） 

第１０条 審判員は、財団法人日本サッカー協会が決定するサッカー競技規則に基づき厳正

に施行する。 

２ 審判員は，必ず審判服を着用し，シューズを履いて審判を行うこと。 

３ 指定された審判をしなかった場合は，佐賀県社会人サッカー連盟懲罰規程（以下、「懲罰

規程」という。）に基づき、処分する。 

４ リーグの帯同審判は、主審、副審、第 4 審も含め有資格者とする。審判団は、第４審を

含め、４人体制とする。 

５ 審判員は、マッチコーディネーションミーティングにおいて審判証を提示すること。 

 （当番） 

第１１条 当番チームは、その日の試合，審判及び会場に関する責任を負う。 

２ 当番チームは、試合の予定開始時刻を厳守するように努めることとし、万一、試合開始

予定時刻までに前の試合が終了しなかった場合は、その試合の終了後ただちに次の試合を

開始すること。 

 （結果報告） 

第１２条 試合の結果は、試合終了後に主審チームと当番チームで確認すること。当番チー

ムは指定の用紙に必要事項を全て記載し、試合日の 3 日後までに、佐賀県社会人サッカー

リーグ事務局に連絡すること。 

 （会場） 

第１３条 試合会場の準備は、第一試合の試合開始時間に間に合うように、当番チームがラ

イン引き、コーナーフラッグ及びゴールネットの準備をして、ゴール設置が必要な会場に

おいては，第一試合の両チームがそれぞれのゴールを設置することとする。会場整備（グ

ランド整備及びゴールの片付け）は、最終試合の両チームで行う。ゴミは各チームで持ち

帰る。会場の最終チェックは、当番チームで行うこと。 

 （放棄） 

第１４条 試合を放棄した場合は、０対３の負け試合とする。また、６名以下の場合も放棄

した場合と同様とする。なお，両チームが放棄等で試合を行わないときは、両者勝ち点０

（０対０）とする。 

２ 試合を棄権する場合は３日前までにリーグ事務局に連絡すること。 

 （遅刻） 

第１５条 試合開始予定時刻に遅れたチームは，その試合を放棄したものとみなす。 

２ 試合開始時間に７名以上の選手が揃っている場合は，定刻どおり試合を開始すること。 

 （参加料） 

第１６条 リーグの参加料は、一部リーグ７０，０００円、二部リーグ５０，０００円それ

以外は３０，０００円とする。（サッカー協会への登録料は含まない。） 

  



 

（試合途中の中止） 

 

第１７条 雷・台風等の自然災害等においては可能な限り限られた範囲内で実施すること。

実施不可能と判断される場合はリーグ担当者（運営委員）又は、当番チーム責任者と佐賀

県社会人サッカーリーグ委員長が協議し、決定する。 

２ 対応策がない場合や試合を中止した場合のその後の対応に関しては、佐賀県社会人サッ

カー連盟が決定する。 

（移籍） 

第１８条 リーグ期間中の移籍、新規登録は認める。但し、県リーグ入替戦及び地区リーグ

決勝大会（以下入替戦、決勝大会）該当対象チームについては、リーグ日程終了後から入

替戦及び決勝大会までの期間は認めない。 

２ 当該今年度に地域リーグ以上のリーグに登録した選手は、2部・3部・地区リーグへの移

籍を認めない。移籍した場合は、移籍先のチーム・全ての選手は原則として翌年度のリー

グ参加を認めない。 

 （罰則） 

第１９条 本細則に違反した場合は、懲罰規程に従うものとする。 

 （その他） 

第２０条 本細則に定めのない事項、又は疑義が生じた場合は、社会人連盟規約第１１条に

規定する運営委員会において審議決定する。 

□□□附□則 

 （施行期日） 

第１条 本細則は、平成１９年３月２５日より施行する。 

 （時限立法） 

第２条 本細則第３条及び第６条の二部リーグに関する事項については、平成２０年度から

施行する。平成１９年度については、従前のとおりとする。 

第３条 本細則は、平成３０年３月２４日より施行する。 

第４条 本細則は、令和５年３月２６日より施行する。 

第５条 本細則は、２０２４年３月３１日より施行する。 

第６条 本細則は、２０２５年３月３０日より施行する。 

第７条 本細則は、２０２６年３月３０日より施行する。 

 


